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(3) × 

6n でもうめつくせるので、 のときだけである。6,4,3n  
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極大または極小になるとは限らない。 

たとえば、 3)( xxf  のとき、 23
)(
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 であり、 0x において 0
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となるが、 03 2 ≧x であるから、 

0x の前後で、
dx

fd )0(
の符号が変化しない。したがって、 0x において、極値を持たない。 

 

(5) × 

「 0,0  yx 」、すなわち「 0x かつ 0y 」の否定は、「 00  yx または 」。 

ド・モルガンの法則により、2つの事象 Aと B について、 BABA  であるから、「 Aかつ B 」の否定は、 

「 Aまたは B 」である。 


